
安全規格に押しよせる新しい流れ
～リスク分析を積極的に～　

　 リスク分析で安全性が
　 評価される時代
　海外へ製品を輸出する際には、それぞれの
安全規格に適合したものづくりをしなければ
いけないという考え方が日本の企業にも定着
してきました。しかし、規格に書いてあること
を守りさえすれば良いと考えている方が多く
います。規格は、過去に起きた事故などの情報
を基につくられており、あくまでもこの基準
をクリアしていれば安全だとみなされるもの
です。そのため、将来起こりうる事故に対応し
ているわけではありません。ISOやIECといっ
た国際規格では、将来起こりうる事故のリス
クを軽減するためにも、メーカーが行ったリ
スク分析に基づいて製品の安全性を評価する
ように規格を改めています。
　国際規格の変化はそれぞれの地域にも波及
しており、CEマーキングもリスク分析を重視
するようになってきました。また、日本の電気
用品安全法でもリスク分析に基づいた安全評
価を認める方向になっています。つまり、これ
からの時代のものづくりには、リスク分析が
より不可欠になってくるのです。

　 まずは製品の使われ方を考える
　リスク分析というと、日本の企業では構え
てしまう方が多いのですが、それほど難しい
ことを要求しているわけではありません。ま

ず、その製品を、誰が、どういう環境で、どのよ
うに使うのかを考えることから始めれば良い
のです。そうすれば、その製品の使われ方が見
えてきます。
　そして、似たような製品が起こした事故の事
例を収集していけば、自社で開発している製品
がどのような問題を起こす可能性を秘めてい
るのかがわかってきます。そこまで具体的に絞
り込むことができれば、後は、その問題を設計
による本質的安全対策で解決するのか、安全装
置を付加して対策するのか、または必要に応じ
て警告ラベルや使用説明書でユーザーに注意
喚起していくのかといった具体的な方法を検
討することになります。

　 安全な製品をつくるために
　 何ができるか
　安全規格が要求しているのは、「製品は安全
であること」だけです。そのため、規格そのも
のも不完全である可能性も視野に入れていま
す。まず、規格ありきという姿勢を見直す必要
があります。自社製品にリスクがあることを
前提として、どの規格を使えば製品を安全に
することができるのか、その規格で十分かと
いう考え方が必要になってきます。規格が要
求している内容だけでは、真の安全を実現す
ることはできません。足りない部分を自分で
補う問題発見能力も問われているのです。
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プロフィール
松下電器(株)（現パナソニック）にて、
UL、CSA、欧州の安全規格、EMC等の製
品安全、品質管理に従事。ドイツにてパ
ナソニック製品のCEマーキング体制を
構築。現在、CF Mediaコンサルタントと
して製品安全、労働安全衛生、リスク分
析、マニュアル作成等の支援を行ってい
る。CEマークはEMC指令、低電圧指令、
機械指令、圧力機器指令、医療機器指令
などに対応可能。諸外国への認証、法規
対応、CEマーキングおよび各国の取扱
説明書作成支援なども実施。 

水曜日担当
専門：CEマーキング・機械指令・
　　  低電圧指令・EMC指令

中小企業の海外展開を強力にバックアップする「広域首都圏輸出製品技術支援 センター（MTEP）」。
ここでは、MTEPの専門相談員がよくある質問やサポート内容、海外展開のコツをご紹介します。

    輸出製品技術支援センター＜本部＞ TEL 03-5530-2126お問い合わせ

世界に勝つものづくりのコツ
MTEP 専門相談員紹介

第12回
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　リスク分析は、製品を企画・設計する段階できちんと行う方が、最終的にコストが安くなります。
MTEPに相談に来られる企業の方々は、現在製造している製品を輸出するために規格の認証を取り
たいというスタンスの方が多いので、リスク分析と聞くとコストがかかるという印象をもたれる方
もいます。皆さまの会社では、設計段階でデザイン・レビュー、製造段階で品質会議等を実施してい
ると思います。それぞれの工程のチェックポイントでリスク分析の視点を入れる（チェックリス
トを作る）だけで、リスク分析は可能です。一時的には手間やコストがかかるかもしれません
が、販売後に事故が起こってしまえば莫大な費用が必要になりますし、信用も失います。重大な
事故によって失うものを考えれば、リスク分析のコストは安いものなのです。

【中小企業の皆さまへ】

　    事例紹介
　製品を輸出するために相談に来られた照明器具メーカーの方に、リスク分析が求められるヨーロッパの新しい指令について説明しまし
た。その結果、リスク分析を行い、より安全な商品を開発できるように設計制度の変更を検討されるようになりました。
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　促進耐候性試験は、塗装品や印刷物、プラスチック等の屋内外での長期耐久性を短期間で評価するため
の試験です。都産技研本部の耐候性試験室には、多種多様な製品に対応するため、4種類の耐候性試験機
を設置しています。今回は、その中でも特に促進性の高いメタルハライドランプ式促進耐候性試験機につ
いてご紹介します。

メタルハライドランプ式促進耐候性試験機メタルハライドランプ式促進耐候性試験機
表面技術グループ

試験機の概要

活用事例

　光、熱、水などの屋外での劣化因子を人工的に再現し、短

期間で製品の長期耐久性を評価します。メタルハライドラ

ンプは、太陽光の約15～30倍の強大な紫外線量を照射し

ます。そのため、他の促進耐候性試験に比べて促進性に優

れ、早期に劣化現象を評価できます。　

◆製品開発や長期品質保証に活用
　スピードが要求される製品開発や長期間の品質保証を

目的に利用されています。自動車や橋梁、建築物、太陽電池

などの長寿命化が求められている分野において活用され

ています。

◆評価項目
　促進劣化により、外観や物性が変化します。劣化前の試

料と比較することで耐久性を判定します。目視による検査

だけでなく、他の評価装置を用いて、色・光沢などの光学的

特性や強度などの機械的特性を数値的に評価します。

メタルハライドランプ式促進耐候試験機の外観

メタルハライドランプの分光放射照度分布
引用：スガ試験機（株）製品カタログ

利用料金例

●依頼試験料金 
　1件1時間につき・・・3,795円
　（中小企業の場合　2,190円）

※詳細はお問い合わせください。

仕様

●型　　式：M6T（スガ試験機株式会社製）
●放射照度：1.4～2.0 kW/m²（295～450 nm）
●ブラックパネル温度：30～85℃
●槽内温度：5～95℃
●湿　　度：30～70％（照射時）
　　　　　 50～95％（暗黒時）
●試験項目：照射、照射+降雨
　　　　　 暗黒、暗黒+結露
●試 料 台：440×180 mm
　　　　 （中央部50×100 mmを除く）

※詳細はお問い合わせください。

   表面技術グループ＜本部＞ TEL 03-5530-2630お問い合わせ


